
高見城跡（比企郡小川町） 築城年代：長享元年（1487）、築城者：増田四郎重富

　　　　　　　正面の山が南東側から見た四津山で、ここが高見城（四津山城とも呼ばれる）跡である/頂上に建物が見える



　　　山頂の四津山神社の建物



　　　　　　これは「ふれあい四津山」という福祉施設から正面右手に四津山神社の幟棹を見たところ



　　ここから四津山神社へ登って行く



　　　　　　　「史蹟　高見城趾」と記された標柱が立つ



　　　　　　四津山神社の標柱





　　平成8年に県重要遺跡たる城址の発掘調査が行われたと記されている





参道を登って行く



左手が「犬走り跡」との案内表示がある



　　　　　　この道が「犬走り跡」



　　「犬走り跡」を進むと腰郭跡がある



　　　さて、石段を登って更に進む



するとここにも腰郭跡の一つである平場がある/正面に「四津山公園」と記された表示が下がっている/大黒天の石碑も立つ/右手
の行先表示では本郭跡へは左手の「女坂」を進めば行けるようだ



　　　　　不動明王尊



　ここを進む道は「女坂」と呼ばれ、二の郭跡の手前に出る



　　　「女坂」



　しかし、今回は左手にあるこの急峻な石段から本郭跡へと進んでみる



　　　　急峻な石段の途中右手にあった腰郭状の平場？



　　ここが四津山の頂上で四津山神社の社殿があり、高見城の本郭跡部分でもある



　　　　　　　振り返って登って来た急峻な石段を見る



　　　　　　見晴しはこの通り素晴らしい/東方向を見る



　南東方向を見る



四津山神社社殿



　　本郭の平場/右手の建物が最初に地上から見上げた建物（神楽殿か？）である



　　　　　　説明板が立っている









　　「女坂」は二の郭跡の手前に出る 　　大黒天の石碑があった腰郭跡
　　　↓ 　　　↓

二の郭跡
　　　　→

　　本郭跡
　　　　→

　　　　　腰郭跡
　　　　　←



　　　　　　三の郭跡 　　二の郭跡
　↓ 　　　　↓



　南方向を見る



　社殿の右手に高まり（土塁）が見える



　　　　拝殿



　　　　　　四津山神社の神額





　　　　　　社殿右手の土塁が背後へと廻りこんでいる



　　　　　　社殿背後の土塁上から右手の土塁を見る



　　　左手に土塁の切れ目がある



　その切れ目は二の郭への虎口である



　　　その虎口を南東側から見る/正面の木のあるところ



　　　　　本郭外から見た虎口



　さて、虎口から北西方向の二の郭跡・三の郭跡へと進もう



　　　　前方に案内表示が立っており、その向こうは平場（小郭状）になっている



　　　　　　堀切跡と記されている



　　左手を見る



　　　　右手を見る/こちらは竪堀状となって下っている



　　さて、この平場を左手に見て進む



　　　　この平場へ上がってみる



　　　　　　二の郭跡方向を見る



　　　　　これは振り返って本郭跡方向を見たところ/堀切との段差がよく分かる



　　　　　　右下の道は「女坂」/「女坂」を登ってくるとこの二の郭跡手前に出る/左へ登ると二の郭跡



　　　　　　　左手が二の郭跡



　　　　　　正面は先ほどの平場と二の郭との境の窪み



　　　　　南東側から見た二の郭跡/左手そして右手から奥へと土塁が見える



　　　　　左手の土塁/案内表示には「二の郭跡」とある



　　振り返って来た方向を見る/正面前方が先ほどの平場



　　　　　　　右手に土塁を見る



　　　　　　　さて、北西方向を見ると左手そして右手から奥へと土塁が見える



　　右手の土塁



　奥へと廻りこんで土塁が続いている



　　　　　　　左手の土塁/その先にやはり虎口がある



　　虎口/ここから三の郭跡へと進む



　　これは振り返って二の郭跡を見たところ/右手前が虎口



　　　　　　これは二の郭虎口からやや下りながら三の郭跡へと向かうところ



　　　前方が三の郭跡になるが、手前に堀切がある/土橋もはっきりと見て取れる



　　　　　　　堀切の左手を見る



　　　　　　　堀切の右手を見る



　　　前方に三の郭跡が展開する/手前は堀切部分の土橋



　　　左手そして奥に土塁が見える



　　左手の土塁



　　正面は右手から奥へと続く土塁



　　　　　　右手から奥へ廻りこんでいるのが見てとれる



　　奥の土塁



　　　　　　　案内表示には「三の郭跡」と記されている



　　　　振り返って来た方向を見る



　　　奥の土塁に登って来た方向を見る/かなり登っている



　　　　　　　右手に土塁を見る



　　　　　奥の土塁から更に北西方向を見たところ/この先にも平場があるらしい



　　　　　　左手の虎口らしいところから少し下りながらその平場方向へと進む



　ここにも堀切跡がある/向こう側とは「土橋」でつながっている



　　　　　「土橋」の部分のアップ



　　　　　「土橋」を渡って振り返って三の郭跡方向を見る



　　左手を見る



　　堀切跡は竪堀状で下へ落ちている



　　右手を見る



　　　　　堀切跡の「土橋」部分



　　　さて、この先へ進んでみよう



　その先はこのように自然地形となって尾根続きとなっている



　　　　振り返って来た方向を見る



ところでこれは東側の県道沿いから正面に四津山を見たところ



アップで見る/この方角から見ると尾根に三つの切り込みが入っていて四つの峰があるように見えることから四津山と呼ばれるらしい



　　　この県道沿いに「県指定文化財　四ツ山城跡」と記された案内表示があった
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